
大学数学公式集 

・数列の極限：𝑎 > 1, 𝑘 ∈ 𝑵とする。𝑛 → ∞のとき無限大にいくスピードは 

log 𝑛 ≪ 𝑛𝑘 ≪ 𝑎
  

𝑛 ≪ 𝑛!の順に大きくなる。 

 

・「連続性の公理」：上に有界な単調増加数列は収束する。 

・三角不等式：|𝑎 + 𝑏| ≤ |𝑎| + |𝑏|  

・２項係数: 𝐶𝑟𝑛
 =

𝑛!

𝑟!(𝑛−𝑟)!
=

𝑛(𝑛−1)⋯(𝑛−𝑟+1)

𝑟! 
 

・２項定理:（𝑎 + 𝑏) 
𝑛

= ∑ 𝐶𝑟𝑛
 𝑎𝑛−𝑟𝑏𝑟𝑛

𝑟=0  

・自然対数の底：𝑒 = lim
𝑛→∞

(1 +
1

𝑛
)

𝑛 

= 2.71828 ⋯ 

 

・ハイパボリック三角関数：sinh 𝑥 =
𝑒𝑥−𝑒−𝑥

2
, cosh𝑥 = 𝑒𝑥+𝑒−𝑥

2
, tanh 𝑥 =

𝑒𝑥−𝑒−𝑥

𝑒𝑥+𝑒−𝑥 

cosh2 𝑥 − sinh2 𝑥 = 1 

加法定理{
sinh(𝑥 + 𝑦) = sinh 𝑥 cosh 𝑦 + cosh 𝑥 sinh 𝑦

cosh(𝑥 + 𝑦) = cosh 𝑥 cosh 𝑦 + sinh 𝑥 sinh 𝑦
 

・lim
𝜃→0

sin 𝜃

𝜃
= 1, lim

ℎ→0

log(1+ℎ)

ℎ
= 1, lim

𝑥→0

𝑒𝑥−1

𝑥
= 1 

・(sin−1 𝑥) ′ =
1

√1−𝑥2
,(cos−1 𝑥)′ =

−1

√1−𝑥2
,(tan−1 𝑥)′ =

1

1+𝑥2 

・(𝑒𝑥)(𝑛) = 𝑒𝑥 

  ((𝑥 + 𝑎)𝛼)(𝑛) = 𝛼(𝛼 − 1)(𝛼 − 2) ⋯ (𝛼 − 𝑛 + 1)(𝑥 + 𝑎)𝛼−𝑛𝛼  

  (Log(𝑥 + 𝑎))(𝑛) = (−1)𝑛−1 (𝑛−1)!

(𝑥+𝑎)𝑛 

  (sin 𝑥)(𝑛)=sin (𝑥 +
𝑛

2
𝜋) , (cos 𝑥)(𝑛) = cos (𝑥 +

𝑛

2
𝜋) 

  (𝑓(𝑎𝑥 + 𝑏))
(𝑛)

= 𝑎𝑛𝑓(𝑛)(𝑎𝑥 + 𝑏) 

・ ライプニッツの公式：(𝑓(𝑥)𝑔(𝑥))(𝑛) = ∑ 𝐶𝑛
 

𝑘𝑓(𝑘)(𝑥)𝑔(𝑛−𝑘)(𝑥)𝑛
𝑘=0  

・マクロリーン展開 

 log(1 + 𝑥) = ∑
(−1)𝑛−1

𝑛!
𝑥𝑛

∞

𝑛=1

 

 (1 + 𝑥)𝛼 = ∑ (
𝛼
𝑛

) 𝑥𝑛∞
𝑛=0  

 𝑒𝑥 = ∑
𝑥𝑛

𝑛!
∞
𝑛=0   



 Sin 𝑥  = ∑

 
(−1)𝑛−1

(2𝑛−1)!
𝑥2𝑛−1

 

∞
𝑛=0  

  cos 𝑥 = ∑

 
(−1)𝑛

(2𝑛)!
𝑥2𝑛

 

∞

𝑛=0

 

 

・ヤコビアン：
𝜕(𝑥,𝑦)

𝜕(𝑟,𝜃)
= |

𝜕𝑥

𝜕𝑟

𝜕𝑥

𝜕𝜃
𝜕𝑦

𝜕𝑟

𝜕𝑦

𝜕𝜃

| 

・𝑓  (𝑥, 𝑦) が(𝑎, 𝑏)で極値をとる。
 
⇒ (𝑎, 𝑏)は停留点  

・ヘッシアン：𝐻𝑓(𝑥, 𝑦) = |
𝑓𝑥𝑥 𝑓𝑥𝑦

𝑓𝑦𝑥 𝑓𝑦𝑦
| 

・２変数関数の極値を求める方法。 

 ステップ１：停留点(𝑎, 𝑏)を求める。 

 ステップ２：各停留点でヘッシアンを計算する。 

 ステップ３：𝐻𝑓(𝑎, 𝑏) > 0
 

⇒ (𝑎, 𝑏)で極値をとる。 

              𝑓𝑥𝑥(𝑎, 𝑏) > 0
 

⇒極小 

              𝑓𝑥𝑥(𝑎, 𝑏) < 0
 

⇒極大 

 

       𝐻𝑓(𝑎, 𝑏) < 0
 

⇒ (𝑎, 𝑏)で極値を取らない。 

       𝐻𝑓(𝑎, 𝑏) = 0
 
⇒他の方法でがんばる。 

・外積（ベクトル積）𝑨 × 𝑩 = |

𝒊 𝒋 𝒌
𝐴𝒙 𝐴𝒚 𝐴𝒛

𝐵𝒙 𝐵𝒚 𝐵𝒛

| 

= (𝐴𝒚𝐵𝒛 − 𝐴𝒛𝐵𝒚) 𝒊 + (𝐴𝒛𝐵𝒙 − 𝐴𝒙𝐵𝒛)𝒋 + (𝐴𝒙𝐵𝒚 − 𝐴𝒚𝐵𝒙)𝒌   

・rot 𝑨 = |

𝒊 𝒋 𝒌
𝝏

𝝏𝒙

𝝏

𝝏𝒚

𝝏

𝝏𝒛

𝐴𝒙 𝐴𝒚 𝐴𝒛

| 

・ストークスの定理 

     ∫ 𝑨 ∙ 𝑑𝒍 = ∫ rot 𝑨

 

𝑆

 

𝐶

∙ 𝑑𝑆 


